職　務　経　歴　書
        

20XX年X月現在
氏名：○○　○○
－職務経歴　概略－

	20XX年X月
	～
	20XX年X月
	○○○株式会社　システム開発事業部

	20XX年X月
	～
	
	同社　　　　　　　　リーダーに昇格

	
	
	
	現在に至る


－開発経歴－

20XX年X月～

■　○○○株式会社　システム開発事業部　

業務内容：組み込みシステムを中心としたソフト開発

	開発期間
	業界
	プロジェクト名・内容
	担当業務
	環境・言語等
	役割・規模

	20XX年X月～

20XX年X月
（○年○ヶ月）
	通信

	某携帯電話メーカー／
端末評価
上位機種端末のシステムテスト
	・システムテスト
・テスト結果取りまとめ
・トラブル管理
・評価管理
・標準化
	
	メンバー/
プロジェクト要員10名

	20XX年X月～

20XX年X月

（○年○ヶ月）
	商社
	某商社／
HDDデバイスドライバ開発

ソフト全般を担当
	・システム設計
・詳細設計
・開発
・テスト
・HWフォロー
	RedHatLinux
GCC

uClinux
	リーダー/

プロジェクト要員５名
チームリーダーとして顧客対応、工程管理も担当。仕様検討から評価試験まで一貫して携わった。

	20XX年X月～

現在
	電機
	某複合機メーカー／
シミュレータソフト開発
	・提案活動
・要求分析
・システム設計
・詳細設計
・開発
・テスト

・サポート
	Windows2000
VisualStudio6.0
C/C++

VBA
	PL/

プロジェクト要員8名

基本的に1案件（設計期間3～5ヶ月）を一人で担当。メンバー、社外メンバーの技術指導も行った。


－得意分野－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －保有資格－

	20XX年X月
	初級ｼｽﾃﾑｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀ試験

	20XX年X月
	基本情報技術者試験

	
	


■マルチタスク・リアルタイム制御における設計、開発、評価

■UMLを使用した要求分析、システムの具現化

■オブジェクト指向による設計・開発
■プロジェクトメンバーの管理、モチベーション維持・向上

－自己PR－

○○○株式会社における○年間の業務では、Windowsアプリケーションから組込みソフトウエアまで幅広い開発に携わってきました。ソフトウエア技術だけでなく、製品開発に必要なハードウエア制御技術も習得しながら、常に提案を行うことで主体的に顧客、会社に貢献してきたと自負しています。また現在では技術・管理両面からプロジェクトに関わり、リーダー職も任されています。

こうした経験を活かして、今後はより主体的に製品開発に携わり、新たな付加価値の創造や新技術に取り組みたいと考えています。

以上
